
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和2年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●基礎基本の定着と語彙力等の向上 ●学力向上対策評価シートに示した
マイプランの成果指標を達成した教
師８０％以上にする。
〇単元テスト（知識理解、言語）で
8割達成を目指す。

・毎月「久間小メソッド」を確認す
る時間を設ける。
・放課後の算数タイム（火）国語タ
イム（金）に計画的に取り組む。
・授業中や国語・算数タイムの中
で、文章の中から情報を取り出すた
めにキーワードに線を引いたり囲ん
だりする活動を取り入れることと言
語事項の定着のための学習を習慣化
させることに積極的に取り組む。
・現行の読書指導は継続する。

A

・毎月の職員会議で「久間小メソッド」について、できる限り共通理解
する時間を設けた。
・放課後（火・金）の算数タイム、国語タイムは、各学級で計画的に
進め、成果を上げることができた。思考力を育てるためのテキストも
よかった。
・算数アンケートでキーワードに線を引いたり囲んだりしている児童
は、約90％で成果は上がった。
・読書活動は、コロナ感染拡大防止の配慮をしながらできる限り進
めることができた。
・単元テスト（知識理解、言語）では、全学年８割達成できた。

A

・放課後を有効に活用して成果を上げている。

工夫して学ぶ
子プロジェク
ト

○校内研究の充実 ○特別支援教育の視点やUDの視点を
取り入れた授業づくりや学級環境づ
くりについて、理解し取り組んでい
る職員を９０％以上にする。

・年度当初に具体的な学級環境のUD
化についての取組を確認し、全職員
で取り組む。
・算数科の研究授業を全員で行い授
業のUD化を図る。

A

・授業研は、全員授業は実施できなかったが、高学年、中学年、低
学年、特別支援学級、通級指導教室も全職員に授業を公開し、発
達段階に応じた指導や手立てについて全職員で学ぶ機会を設ける
ことができた。
・昨年度と今年度の実践については、2年間の研究のまとめとして
集録を作成中である。
・算数アンケートでは、算数の授業がわかると答えた児童は約95％
であった。
・学校アンケートでは、UDに関する項目で、児童、保護者、職員アン
ケートにおいて、「よくあてはめる」「あてはめる」と答えた割合は
100％であった。

A 研究主任

○家庭学習習慣の確立 ○家庭学習の習慣が身につくように
工夫して宿題を出す。
〇毎日、学年の目標時間を目指して
家（学校塾、学童）で勉強している
児童を９０％以上にする。

・家庭学習チェックシートに取り組
む。（１０日×年3回）
・家庭学習の手引きを配布し、学年
に応じた学習時間（10分×学年＋10
分）や内容の充実を図る。
・自学ノートの掲示（常時）やコン
テスト（11月）を実施し、家庭を巻
き込みながら内容の充実と啓発を目
指す。

A

・家庭学習チェックシートには、6月、9月、1月の3回取り組むことが
できた。意識も高まり、結果も向上している。
・学習時間については、児童はできている（3.6)保護者は（3.2)で、や
や向上したが、まだ差はある。
・自学コーナーに常時掲示することや学級通信に掲載するなどして
児童や家庭への啓発を図った。高学年を手本に低・中学年にも取り
組める児童が増えてきた。

A
工夫して学ぶ
子プロジェク
ト

●道徳教育の推進 ○学校評価児童用アンケートの「道
徳の時間の学習に真剣に取り組んで
いる。」の項目で、90％が真剣に取
り組んでいると答えることを目指
す。
〇職員用アンケートの「道徳の授業
を年間計画や別様に基づいて、計画
的に実施している。」の項目で、
90％が実施していると答えることを
目指す。

・4月に道徳の時間をどのように進
めるのか全職員で共通理解する。
（板書の仕方、ワークシートの形
式、道徳ノートの活用方法など）道
徳ノートは、全校の掲示板にクラス
ごとに定期的に掲示し、担任と児童
の学習の足跡とする。
・ふれあい道徳の実施にあたって
は、学級通信などで周知すること
で、広く道徳教育への理解を図る。

A

・道徳においては，４月から全クラス統一して，道徳ノートの掲示を１
年間掲示したことにより，各学年の学習内容を児童も教師も見合う
ことができた。どのクラスも，計画的に学習を行い，評価に生かすこ
とができた。
・職員アンケートの道徳に関する項目では，100％の職員が年間計
画や別葉に基づいて計画的に授業を実施していると答えた。
・児童アンケートの道徳に関する項目では，98.4％の児童が学習に
真剣に取り組んでいると答えた。
・運営委員会や生活委員会による毎日のあいさつ運動，保健委員
会や生活委員会による履き物揃え調べなどを通して，児童が児童
に道徳的行動を呼びかけることで，正しい行いを推進することがで
きた。

A

・

道徳教育推
進教師

●いじめのない学校づくり ○人権集会（6月、11月）と児童ア
ンケートを年２回行うことにより、
いじめを許さない意識付けを図り、
早期発見・組織的な早期対応を行
う。
○児童用アンケートの「学校に来る
ことが楽しい」の項目で、楽しいと
答える児童90％を目指す。

・児童のアンケートをもとに、児童
との面談を年に１回以上実施し、い
じめの早期発見、よりよい解決に努
める。
・年１回、情報モラル研修会を実施
し、保護者にも啓発を図る。
・ＱＵアンケートを年２回実施し、
その効果的な活用を図るための研修
会を通し、児童の実態把握を行うこ
とで、支持的風土のある学級経営を
行う。

A

・１２月に人権集会を実施し，嬉野高校のＵＤに関する劇を通して，
全校でＵＤの学習につなげることができた。また，各クラスで人権合
言葉を作ったり，全校で他のクラスの友達に感謝を伝える「ありがと
うの木」の取組を行ったりした。また，各クラスで人権の授業も行うこ
とができ，学習を深めることができた。
・心のポストは，定期的に確認をし，1通だけ入っていたので，担任
による指導につなげた。しかし，人権旬間に，全クラスで担任と一人
一人の児童との面談を行うことにより，児童が書いたいじめアン
ケートの内容の確認をしたり，話をする時間を取ったりすることがで
きた。
・１月の授業参観の日に情報モラル講演会を計画していたが，新型
コロナウイルス感染拡大防止のために中止になった。
・１２月にＱ－Ｕアンケートを行い，１月に職員で講師招聘の研修を
行うことにより，年度末の児童への指導や支援について，考え合
い，目標をもつことができた。
・児童用アンケートの「学校に来ることが楽しい」の項目で，楽しいと
答える児童は94.7％で，目標を達成した。

A

保護者と先生の評価が同じかなと感じ、今後の取組
に期待します。

心やさしい子
プロジェクト

◎夢や目標に向かって努力しようとする
気持ちを育む教育の推進

○道徳の時間に年１回以上、学級通
信の中に３回以上、自分の「夢や目
標」に係る学習や紹介をする。
○年に２回、夢を実現できた人物を
招き、講話等を実施する。
〇児童用アンケートの「夢や目標を
もって生活している。」の項目で、
90％の児童が夢や目標があると答え
ることを目指す。

・学校便り、全校朝会の訓話の中で
も数回、夢や目標に向かって努力し
ようとする気持ちを育む講話等を実
施する。
・グローバルデー事業に年２回以上
取り組む。
・ユメセンなど市の事業に積極的に
参加することで、児童が自分なりの
「夢や目標」をもつようにする。

A

・全校朝会で，校長先生より，新聞記事の中から夢や目標に関する
内容のものを紹介してもらった。
・全校で４月から統一して行ってきた，行事作文では，スポーツフェ
スタで自分の目標を達成したことを書かせたり，１月に２０２１年の目
標を書かせたりして掲示した。
・全学年において，今年度より取り組んでいるキャリアパスポートを
活用し，行事前に目標を書かせてふり返りを行うことができた。
・グローバルデーは、年３回実施した。１回目は７月に５・６年生対象
に、多文化共生理解を、マレーシアからの留学生を招いて実施し
た。１２月は、地元の様々な職業の方に来校いただき，夢について
話をしてもらった。自分の夢の職業に近い方から話を聞くことがで
き，自分の夢について考えたり，目標をもったりする機会となった。
３回目は３年生以上を対象に、プロの囲碁棋士を招いて、囲碁の歴
史やプロの生活、夢を実現させるために必要なことなどを話してい
ただいた。本物に触れることで、児童は夢を持つことの大切さに気
付くことができた。
・５年生はリモートによるユメセンの授業を行うことができた。
・児童用アンケートの「夢や目標をもって生活している。」の項目で
は，92.1％の児童が夢や目標があると答え，目標を達成した。

A

・グローバルデーの持ち方が良い。

心やさしい子
プロジェクト

❶「運動習慣の改善や定着化」 ○昼休み等に外に出てよく遊ぶ児童
を90％以上にする。

・体を使った運動を紹介し、児童に
奨励する。（縦割り共遊、がんばる
マラソン、久間リンピック、スポー
ツチャレンジなど）
・放送による外遊びの推奨
・佐賀県教育委員会作成小学校体育
なるほどハンドブックを活用した体
育の授業を行う。

A

・久間リンピック（頑張るマラソン、縄跳びチャレンジ）を実施し、昼休
みに運動場で活動する児童が増えた。職員アンケートでは、「よくあ
てはまる」と答えた職員が50％→81％に増加し、児童アンケートで
は、83.7％が外で遊ぶと答えた。また、大繩大会を実施したところ、
縦割り班ごとに、大会までの期間、どの班も毎日昼休みに運動場に
出て大繩跳びの練習に取り組んでいた。保護者アンケートでは、
83.5％の保護者が子どもが体を使って運動に取り組んでいると答え
た。

A

・コロナ禍の中十分できていると思う。

強くてたくまし
い子プロジェ
クト

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○毎日、朝食をとって登校する児童
を９５％以上にする。
○発達段階に応じた目標の就寝時刻
に布団に入る児童を９０％以上にす
る。
〈就寝時間（布団に入る）の目安〉
低（９：００）：中（９：３０）：
高（１０：００））

・保健室だより等で学校の就寝時間
や睡眠の大切さについて保護者に知
らせる。
・委員会発表（保健委員会）で児童
に睡眠の大切さについて話す。
・「家庭学習チェックシート」の項
目に就寝時間の項目を入れ、家庭で
確認してもらう。
・情報モラル教室で学校の就寝時間
について保護者に知らせる。

B

・朝食については、92.6％の児童が毎日食べて来ると答えている
が、保護者アンケートでは、89.9％が食べさせていると答えている。
当初の目標を95％以上としていたので、少し残念な結果である。気
になる児童や家庭について、個別に声をかけていくことも必要であ
る。
・就寝時間については、保護者の意識が1回目（80％）より2回目
（86.7％）の方が向上していた。職員の意識向上もアンケート結果か
ら見られたが、児童の意識の変化は大きく改善せず、情報モラル教
室等で睡眠時間の確保の妨げの一つであるゲーム等の危険性に
ついて保護者や児童に直接働きかけができなかったことは残念で
ある。

B
強くてたくまし
い子プロジェ
クト

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務の効率化の推進と業務遂行能力
の向上

〇業務の効率化ができたと答える職
員を９０％以上にする。

・学期の振り返りに、業務改善の項
目を設け、業務改善に対する各職員
の工夫を全職員で共有し、効率化推
進を図る。業務遂行に関し、各自が
抱えている課題を把握し、課題解決
のための対策を講じる。

B

・学年末を迎える中、２学期後半から週案の廃止等業務改善に努め
たが、職員の意識として業務が軽減された感までには至らなかっ
た。様々な教育活動を実施していく中で、どうしても多忙な時期はあ
るが、達成感を感じるものについては多忙感は感じないことが多
い。コロナ禍で行事の中止があったにもかかわらず、業務の効率化
につながらなかった点は課題である。協働によって解決できるもの
はないか、統合できる活動はないか全職員で検討していくことが必
要である。

B

・業務の中で苦痛と感じる業務は何か。改善点で長
期的になっていることは何か検討すべき。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

○保護者・地域コミュニティとの連携の
推進

○保護者の授業参観率80％以上。

〇「コミュニティや地域の教育力を
活用した実践を計画的に行ってい
る」教員80％以上。

・学校便りやホームページ等で早め
に授業参観日を知らせるとともに、
学級便りで内容のお知らせと参加の
呼びかけを行う。
・久間コミ活動等地域連携活動を教
科横断的にカリキュラムマネジメン
トし、コミュニティや関係者と早め
に打合せを行い、計画的に取り組
む。

A

・「嬉野市教育の日」に、運動会を「久間小スポーツフェスタ」として
開催した。マスクや検温の他、児童と保護者の動線を分けるなど感
染防止対策を徹底して、よりよい形で実施ができ好評であった。
・マラソン大会も同じようにＰＴＡ役員の協力を得て、安全にたくさん
の保護者に参観してもらうことができた。
・１月の授業参観と教育講演会は中止となり、大変残念だった。ス
クールカウンセラーの先生による教育講演会は、来年度早い時期
にぜひ実施したい。
・ＰＴＡ父親部の奉仕作業として「農園作り」、母親部の奉仕作業とし
てトイレ掃除、そして今年度からぶっくぶっくママの読み聞かせにも
協力していただくようになった。年２回の登校指導も、来年も続けた
い。
・久間コミ活動については、２学期前半はほぼ予定通りに実施がで
きたが、後半はすべて中止することになり、残念だった。

A

・久間コミ活動はよく連携でき実施されている。
保護者や地域と一体となった登校指導で見えてきた
改善点はないか。

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

●学力の向上：臨時休業により前年度の補充からスタートする教育課程であったが、計画的な実施により補うことができた。授業における共通実践、算数・国語の補充学習の実施、自学の啓発、読書指導の継続等を全職員が実践したことで、成果を
出すことができた。文章の読解における課題が浮き彫りになったので、NIE教育に取り組みながら解決を図りたい。
●心の教育：道徳ノートの全学級掲示により、各学級の学習内容を職員同士で確認することができ、教員の研修にもつながった。いじめの件数は年間26件であったが、担任が加害・被害児童一人一人に寄り添うことにつながった。また、保護者へ報
告する中で、保護者の思いも知ることができた。夢や目標を持たせるための年3回のグローバルデーは、外国の方との交流、自分の夢に関わる人やプロ棋士の講話により、夢を実現させるためにどのようなことが大切かを学ぶことができた。5年生の
夢の教室はリモートによる実施だったが、夢を持つことの大切さに気付くことにつながった。今後も本物に触れる体験を計画していきたい。
●健康・体つくり：コロナ禍で様々な制限がある中、運動習慣の定着に向けて久間リンピックを実施した。がんばるマラソン、なわとびは個人の取組、大なわは、縦割り班で実施した。全校児童が運動場で楽しく体を動かす姿が見られ、運動が苦手な
児童も、上級生から励まされながらなわを跳び、運動することの楽しさを味わうことにつながったのではないかと思う。就寝時刻については、家庭の協力が必要であるが、保護者の意識が向上したことは一定の成果と言える。情報モラルの講座を実施
できなかったことが残念であったが、いじめの中にオンラインゲームでの事案もあり、次年度は年度の早い段階でスクールカウンセラーによる保護者向けの講座を実施し、さらに家庭の意識を向上させたい。
●業務改善・教職員の働き方改革の推進：定時退勤日の設定等により働き方改革の意識は定着しつつあるが、業務の総量が変わらず厳しい面もある。学校関係者からの指摘があるように、どのような業務について軽減が図れるのか、状況を的確に
把握し改善に向けてさらに努力していきたい。
○志を高める教育：コロナ禍で、教育課程の中に位置づけていた久間コミ活動をすべて実施することはできなかったが、方法や内容を精選して実施可能なものについては取り組むことができた。活動の状況については「久間っ子ニュース」として学
校ホームページにも掲載し、更新したことを保護者・地域の方に周知してきた。また、読み聞かせグループ「ブックぶっくママ」の活動にPTA母親部が協力していただくようになり、学校の教育活動に保護者が関わる基盤ができてきた。今後も学校・家
庭・地域が一体となって教育活動を推進していきたい。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価

２　学校教育目標 いきいき久間っ子の育成   くま・・工夫して学ぶ子   つ・・強くてたくましい子      こ・・心やさしい子

３　本年度の重点目標

子どものよさは可能性を引き出し、やる気と夢をもたせる教育活動の推進
～笑顔いっぱい『たい』が泳ぐ学校づくり～
①【学力の向上】○基礎基本の定着と語彙力等の向上　○校内研究の充実　○家庭学習習慣の確立
②【心の教育】○道徳教育の推進　○いじめのない学校づくり　◎夢や目標に向かって努力しようとする気持ちを育む教育の推進
③【健康・体つくり】○運動習慣の改善や定着化　○望ましい生活習慣の形成　○縦割り活動の充実
④【業務改善・教職員の働き方改革の推進】○業務の効率化の推進と業務遂行能力の向上

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 嬉野市立久間小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

〇　学力向上　言語事項の理解、情報処理能力に課題があり、今年度は確実な定着、向上を図る。また、各教科の学習用語について、学習過程の中で確実に取り扱い定着を図る。
○　夢を持ち、志を高める教育を地域コミュニティと連携しながらさらに推進していく。


